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松
山
の
水
源

　本
市
の
上
水
道
の
水
源
は
、

石
手
川
ダ
ム
と
重
信
川
流
域
の

地
下
水
で
、
お
お
む
ね
半
分
ず

つ
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
石
手
川
ダ
ム
の
貯

水
容
量
は
小
さ
く
、
ま
た
重
信

川
流
域
の
地
下
水
源
の
開
発
も

限
界
に
達
し
て
お
り
、
50
万
人

都
市
を
支
え
る
水
源
と
し
て
は

非
常
に
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱
で
す
。

平
成
６
年
の
大
渇
水

　百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
た
平

成
６
年
の
大
渇
水
。
市
民
生
活

や
社
会
経
済
活
動
に
多
大
な
影

響
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
以
降
、

幸
い
に
も
断
水
は
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
大
口
ユ
ー
ザ
ー
へ

の
節
水
依
頼
や
減
圧
給
水
な
ど

の
「
渇
水
対
応
」
は
毎
年
の
よ

う
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　本
市
の
よ
う
に
渇
水
の
発
生

頻
度
が
高
い
地
域
は
、
全
国
的

に
見
て
も
ご
く
一
部
の
地
域
に

限
ら
れ
ま
す
。

　本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
水

源
開
発
策
の
中
か
ら
、「
実
現

性
」「
安
定
性
」「
コ
ス
ト
」
の

面
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
、

必
要
な
水
量
を
確
保
す
る
た

め
、
新
た
な
水
資
源
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

本
市
が
必
要
と
す
る
水
量

　今
後
の
人
口
予
測
、
未
給
水

地
域
へ
の
対
応
、
都
市
リ
ス
ク

（
気
象
変
動
リ
ス
ク
な
ど
）
を

考
え
る
と
、
本
市
に
は
、
１
日

松
山
の
水
事
情

考
え
よ
う

８
月
１
日
は
「
水
の
日
」

８
月
１
日
～
７
日
は

「
水
の
週
間
」

本市が必要とする水量は

40,000立方㍍ /日
（現在の供給可能量で補えない水量）
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現在の給水区域分

現行サービス分

未給水地域の
統合

給水圧の改善分
（3階以上の建物への直結給水を可能とする水量）

気象変動などの
都市リスクの低減・
安全性向上

平成6年と同様の状況で12時間断水の
段階までを回避するための必要量

14,400 5,600 11,000 9,000

現在の供給可能量（140,700 立方㍍ /日）で補えない水量
（単位：立方㍍ /日）

０カ年

１カ年

2～3カ年

4～7カ年

8カ年以上

平成６年渇水時の石手川ダム

最近30年で渇水による上水道の
減水または断水が発生した頻度
出典：平成30年版水循環白書

過去20年、本市で何らかの渇水対応を行った年度

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年
平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年
平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年
平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

県へ「西条と松山の水問題に
対する6つの提案」の回答

「水問題に関する協議会」とは
「水問題に関する協議会」は、加茂川および黒瀬ダムの水資源の有効活
用その他の水問題に関する協議を行うことで、その有効活用を通じて
地域の発展に資することを目的に、平成22年9月に設立しました。

最近の主な協議内容
平成27年１月
第９回幹事会

「加茂川の地下水低下と塩水化の防止のため黒瀬ダム
の有効利用も検討する必要がある」（西条市説明）

平成27年８月
第10回幹事会

「西条市が必要とする水量を確保しても黒瀬ダムには
利用可能水量が日量58,000立方㍍ある」（県説明）

平成29年２月
第12回幹事会

「長期的水需給計画を改訂。必要な水量は日量
48,000立方㍍から40,000立方㍍」（本市説明）

平成30年５月
第14回幹事会

「６つの提案に対して今年11月設立予定の（仮称）西
条市地下水保全協議会で検討し、なるべく早い時期
に回答したい」（西条市説明）

（詳しい協議内容は、県のホームページに掲載しています。）

　本
市
は
1
年
を
通
し
て
温
暖
で
住
み
や
す
い
町
で
す
が
、
近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
が
発
生
し

洪
水
を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
の
多
雨
の
年
が
あ
る
一
方
で
、
少
雨
が
水
の
需
要
期
に
重
な
り
渇
水
を

招
く
年
も
あ
り
、
水
事
情
が
極
め
て
不
安
定
で
す
。
水
は
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
源
で
、
生
活
に
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
資
源
で
す
。
改
め
て
松
山
の
水
事
情
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

ボランティアによる植樹活動

新
た
な
水
資
源
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

当
た
り
４
万
立
方
㍍
の
水
資
源

が
必
要
で
す
。（
下
図
参
照
）

こ
の
水
源
を
確
保
す
る
方
策
と

し
て
、
コ
ス
ト
面
で
優
れ
た
西

条
黒
瀬
ダ
ム
か
ら
の
分
水
を
最

優
先
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
県
、
西
条
市
、
新
居
浜

市
、
本
市
の
４
者
で
構
成
す
る

「
水
問
題
に
関
す
る
協
議
会
」

を
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
幹
事
会

を
14
回
開
催
し
、
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
下
表
参
照
）

節
水
型
都
市
づ
く
り
の
取

り
組
み

　皆
さ
ん
の
取
り
組
み
の
お

か
げ
で
、
現
在
、
本
市
の
１

人
当
た
り
の
水
使
用
量
は
中

核
市
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

少
な
さ
で
す
。

１
．
節
水
の
推
進

　所
有
し
て
い
る
住
宅
の
水

洗
ト
イ
レ
を
節
水
型
ト
イ
レ

へ
改
修
し
た
場
合
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

２
．
水
資
源
の
有
効
利
用

　雨
水
を
散
水
や
掃
除
用
の

雑
用
水
な
ど
へ
有
効
利
用
す

る
た
め
、
雨
水
タ
ン
ク
を
購

入
、
設
置
し
た
場
合
に
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
．
水
資
源
の
保
全

　将
来
に
わ
た
り
水
資
源
を

安
定
的
に
利
用
す
る
た
め
、

水
源
か
ん
養
林
の
整
備
や
地

下
水
の
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
西
条
と
松
山
の
水
問
題
に
対

す
る
6
つ
の
提
案
」
に
つ
い
て

　本
市
は
日
量
４
万
立
方
㍍
の

水
量
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

西
条
市
に
は
地
下
水
位
低
下
や

塩
水
化
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
西
条
、
松
山
両

市
の
水
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
平
成
27
年
８
月
に
県
か
ら

「
西
条
と
松
山
の
水
問
題
に
対

す
る
6
つ
の
提
案
」
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　こ
の
提
案
に
対
し
て
本
市

は
、
平
成
29
年
９
月
に
県
へ
回

答
し
ま
し
た
。
回
答
で
は
、
互

い
の
水
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
西
条
市
と
一
緒
に
県
と
協

議
を
進
め
た
い
、
黒
瀬
ダ
ム
の

水
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
共

に
考
え
、
で
き
る
限
り
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
な
ど
、
6

つ
の
提
案
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）
さ
ら
に
同

年
11
月
に
は
野
志
市
長
が
玉
井

西
条
市
長
を
訪
問
し
、
回
答
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
、

黒
瀬
ダ
ム
の
水
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。　そ

し
て
今
年
、
５
月
30
日
に

開
催
さ
れ
た
「
水
問
題
に
関
す

る
協
議
会
」
第
14
回
幹
事
会
で

は
、
西
条
市
か
ら
「
６
つ
の
提

案
」
に
対
す
る
回
答
は
、
な
る

べ
く
早
い
時
期
に
し
た
い
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
の
ほ
か
、
近
隣
市
町

と
の
間
に
、
渇
水
時
の
応
急

給
水
を
行
う
相
互
応
援
協
定

を
締
結
す
る
な
ど
、
も
し
も

の
際
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に

は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
く

節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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